＜武蔵工大フィージー事前講義メモ＞

· 何を、どんな視点で、記録するか

人間、集団を作ると支配者と被支配者、統治するものと、統治されるものを作りたがる。統治は専制君主制や教会、個人的な独裁による支配の形をとる。人間の歴史は、そうした少数支配を破り、大多数の人々が人間的な生活を営める社会システムを構築するための闘いだった。そして今、大部分の国が主権在民の民主主義というシステムを確立するか目指している。

· マグナカルタ
大英博物館の特別室に古びた羊皮紙の古文書の山がある。その一冊が1215年世界ではじめての統治者と被統治者が取り交わした誓約書である。現在の憲法や法律など文字に書かれた成文法の原型で「大憲章」と訳されている。その内容はデタラメな徴税はお断り、テームズ河畔に仕掛けた魚獲りヤナを王の船といえども勝手に壊さないことなど数十項目に及ぶ。たあいないもの様にも見えるが、専制君主の身勝手さに直接被害を受けていた直属の貴族集団二十数人が始めて自らの権利を文字で表し専制君主に認めさせたものだった。時代の流れとともに「大憲章」の改訂版の内容は多様になり、参加貴族も増えていった。この流れは、“法治のＤＮＡ”にのって世界に広がり、庶民のものになっていった。

· 情報生産性の革命（グーテンベルクの活字印刷機）

次に傲慢な聖職者を破ったのは簡単に聖書が印刷出来る活字印刷術の出現であった。それまで聖書は写字生と呼ばれる職人が凡そ１年をかけて原本を写すことで作られていた。このため聖書を手に入れるには500クローネという大金が必要であった。ところが、活字印刷機を使うとわずか1日で出来た。価格も60クローネになった。情報の生産性が365パーセント増大したのだ。メッセージを伝達するのに必要な時間がこれだけ短縮され値段も庶民が購入できるものとなると、宗教のみならず統治の仕方やコミュニケーションの世界をも変えたのである。プロテスタントとしてカトリック教会の堕落ぶりを告発していたマルチンルッターは1517年から1520年までに30の著作を出版し合計30万部以上が売れた。活字印刷機が宗教改革を後押ししたのである。このハードを発明したのはヨハン・グーテンベルクと云うドイツの金細工職人であった。

試写　　これは、正義の戦いか　凡そ４５分

＜２時限＞フィージー島実習旅行の具体的な映像記録作り

· 明確な切り口が見つからない場合の取材

フィージー島への実習旅行の記録という企画はあるが、切り口は今から考えなければならない。同じ様に枠組みの企画だけは通ったが何の勝算もなく取材に入った例を使って考えてみよう。

· 私が知っている火山島フィージー
住人は、ポリネシアンとミクロネシアンが先住民で、現在はアジア人、ヨーロッパ人も移住してきている。先住民の主な仕事は、歴史的に続いてきた農業とヨーロッパ人が経営する観光施設での仕事、近海漁業が中心で特に人種的問題も顕在化して折らず、先住民は伝統的な芸能を観光客にみせるなどして稼いでいる。

· 現代社会から見たフィージー先住民社会の魅力

グローバル化のなかで多くの場所で古くからの土地と人間の結びつきが失われた今、フィージー社会にはまだ緊密な地域社会の暮らしが残っているのではないか

· 私が経験した手探りの番組作り
地方から転勤したて32歳の時、翌年１年間取材できる企画を部で募集していた。何も分らぬまま、身近で起きる不思議な現象を提案した。そのタイトルは「欅は三度芽吹く」。私は、当時、川崎からの煙害で子供が喘息気味になった蒲田の寮に住んでいた。そこにあった欅が初夏だと言うのに落葉していた。その後芽吹き、真夏にまた落葉した。そして秋三度目の落葉するのを目にした。目黒の林業試験場に聞きに行くと、その異常に気付き原因を今から調べる、という。そこで、提案をしたわけだが、所属部会では「欅一本を一年間フォローしても何が面白い」と殆どの人が反対したが、部のナンバー２だけが、「やらせてみよう」と言うことで予算が付き一年間の悪戦苦闘が始まった。リサーチを続けていくうち自分自身のモチーフが明確でないことに気付いた。そこで遅まきながら、新聞の関連記事の切り抜きをしていくと大都会の大気汚染が無気味な影を落としはじめ、欅が環境に敏感に反応していることがわかった。そこで公害ではなく、環境汚染の視点で取材を進めることにした。

タイトルも欅が証言していくという構成に。　　

試写　　「欅の証言」45分　　　試写後質疑応答
1 対象は現代社会でどう見られているか（モチーフの発見）

2 発見したモチーフのメッセージ性を膨らませ、効果的に伝えるための仕掛けを必死で考える。ヤラセではなく、仕掛けで膨らませる手法の導入。
・母と子のシンボリックな導入・400年の欅・銀座の幼木の設定・赤外航空写真・研究者の欅調査・ナンテンの顕微鏡・干潟の飛べない水鳥（鍋田干拓）・立正高校事件の発生・これらバラバラのネタを束ねる「一人称モノローグの導入」。効果的音楽。など悪戦苦闘することでようやく完成。

